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１
９
７
０
年
に
大
阪
で
開
催

さ
れ
た
『
万
国
博
覧
会
』
を
機

に
ス
タ
ー
ト
し
た
世
界
児
童
画

展
は
、
今
年
で
39
回
展
に
な
り

ま
す
。

　

当
館
で
の
開
催
は
15
回
目
に

な
り
、
昨
年
か
ら
は
高
知
の
子

ど
も
た
ち
の
入
選
作
品
に
加

え
、
愛
媛
・
香
川
・
徳
島
の
子

ど
も
た
ち
の
作
品
も
展
示
を
し

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
全
国
の

優
秀
作
品
、
海
外
作
品
も

同
時
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
ま
す
。

　

こ
の
展
覧
会
は
、
子
ど

も
た
ち
の
感
性
と
理
性
の

調
和
の
と
れ
た
成
長
を
願

い
、
子
ど
も
た
ち
が
自
ら

つ
く
り
だ
す
造
形
文
化
の

支
援
と
、
国
境
を
越
え
て

世
界
の
人
々
を
つ
な
ぐ
国

際
相
互
理
解
を
目
的
と
し

て
開
催
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　

四
国
の
子
ど
も
た
ち
の

生
み
出
し
た
自
由
で
生
き

生
き
し
た
作
品
、
海
外
の

国
際
色
豊
か
な
作
品
は
、

大
人
を
も
感
動
さ
せ
る
力
に
溢

れ
て
い
ま
す
。
特
に
ふ
だ
ん
接

す
る
こ
と
の
な
い
海
外
の
子
ど

も
の
表
現
方
法
の
多
様
さ
も
見

所
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

会
場
に
は
、
国
内
応
募
作
品

１
４
３
，
５
５
５
点
の
中
か
ら

選
ば
れ
た
四
国
の
入
選
・
入
賞

作
品
８
９
５
点
（
高
知
県
１
８

７
点
・
愛
媛
県
３
６
０
点
・
徳

島
県
51
点
・
香
川
県
２
９
７

点
）
と
他
県
の
特
別
賞
３
点
、

海
外
応
募
総
数
６
０
，
６
３
７

点
か
ら
選
ば
れ
た
特
別
賞
・
入

賞
作
品
26
点
が
並
び
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
描
く
世
界

を
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。
多
く
の
皆
さ

ま
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。（

館
長
・
北　

泰
子
）

　

◆
一
般
投
稿
作
品
◆     　
　

広
報
委
員
会　

選

味
噌
玉
に
ま
だ
ま
だ
負
け
ぬ
八
十
路
か
な 

山
﨑　

寿
美

亡
き
父
の
植
え
し
大
樹
や
夏
の
雲　
　
　

千
頭　

野
草

都
内
に
も
時
折
ホ
タ
ル
の
飛
ぶ
と
云
ふ　

小
原　

景
守

天
・
人
・
地
正
気
に
戻
る
稲
光
り　
　
　

森
本　

幸
美

朝
体
操
全
員
合
笑
五
月
晴　
　

             

三
谷   

誠
郎

夜
涼
作
句
止
む
に
止
ま
れ
ぬ
八
十
の
伽　

高
野　

和
一

水
門
を
自
在
に
流
れ
花
筏　
　
　
　
　
　

 
原　
　

美
幸

父
の
日
や
吾
よ
り
小
さ
き
父
と
な
り　
　

山
崎　

貴
子

ぬ
ば
た
ま
の
闇
に
香
の
立
つ
柚
子
の
花　

森
本　

純
喜

新
茶
揉
む
母
に
倣
い
し
事
い
く
つ　
　
　

岡
田
美
代
子

苗
売
り
切
れ
印
度
姫
て
ふ
黒
ず
い
か　

 

福
留
と
も
の
り

梅
雨
晴
間
な
ぜ
か
静
か
な
日
曜
日　
　
　

北
村
千
鶴
子

茶
摘
み
し
て
新
茶
の
香
り
み
佛
に　
　
　

有
澤　

春
江

淡
き
紅
バ
ラ
の
花
咲
く
初
夏
の
日
に　
　

小
野
寺
朱
実

　

◆
か
が
み
野
俳
句
会
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茶
髪
子
の
心
に
寄
り
添
ふ
梅
雨
一
ト
日　

佐
竹　

洋
子

里
寺
に
嬰
の
声
す
る
蛍
の
夜　
　
　
　
　

鍵
山　

和
枝

梅
辣
韮
漬
け
て
媼
の
晝
厨　
　
　
　
　

佐
藤　
　

幸

手
仕
事
に
心
を
癒
す
梅
雨
ご
も
り　
　
　

利
根　

弘
子

沙
羅
咲
く
や
一
と
日
の
い
の
ち
慈
し
む　

古
川　

信
子

亡
き
夫
の
口
笛
か
と
も
夏
鶯　
　
　
　
　

小
松　

愛
子

明
易
し
夫
も
目
覚
め
て
ゐ
る
ら
し
く　
　

中
澤　

美
晴

一
玉
の
雫
集
め
て
大
葉
蓮　
　
　
　
　
　

森
本　

倢
代

深
緑
や
心
整
ふ
風
の
あ
り　
　
　
　
　
　

山
﨑　

鈴
子

百
足
虫
出
て
打
ち
の
め
し
た
る
悔
少
し　
　

吉
田　
　

芳

　

◆
韮　
　

句　
　

会
◆　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　

中
元
の
礼
の
字
太
く
お
ど
り
そ
う　
　

公
文　

春
紀

提
灯
花
む
れ
て
咲
き
た
る
岐
れ
道　
　

岡
本
か
ほ
る

波
の
ご
と
太
藺
の
花
の
大
ゆ
れ
に　
　

高
橋　
　

章

松
蝉
や
峡
に
失
せ
た
る
桑
畑　
　
　
　

北
村　

幸
子

十
薬
や
食
後
娘
は
皆
歯
を
磨
く　
　
　

甲
藤　

卓
雄

乗
る
人
の
な
き
観
覧
車
合
歓
の
花　
　

野
崎　

典
子

早
乙
女
の
結
ひ
懐
か
し
み
つ
つ
老
い
し　
　

北
村　

里
子

青
紫
蘇
の
香
り
を
刻
み
五
目
鮨　
　
　

明
石　

英
子

耳
澄
ま
し
ゐ
て
も
届
か
ぬ
昼
河
鹿　
　

篠
﨑　

亜
希

竹
の
枝
が
咲
か
せ
し
ご
と
く
花
胡
瓜　

竹
内　

ろ
草

　

◆
か

ほ

く

俳

句

会

◆  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

悔
ひ
と
つ
流
し
き
れ
ざ
る
夜
の
シ
ャ
ワ
ー　

乾　

真
紀
子

柿
若
葉
今
日
あ
る
命
惜
し
む
か
な　

奥
宮
さ
と
み

雨
後
の
瀧
浄
土
の
界
に
轟
け
り            

久
保　

貴
女

時
の
日
や
余
命
の
刻
を
誰
も
知
ら
ず     

黒
岩　

幸
女

ひ
ん
や
り
と
明
け
水
無
月
の
空
乾
く     

黒
岩
千
英
子

星
涼
し
無
人
の
ご
と
く
老
夫
婦       

小
松
志
津
男

心
待
ち
す
る
人
も
来
て
夏
句
会                    

小
松　

隆
之

小
集
落
草
刈
り
人
の
良
く
見
え
て      　

   　

小
松   　

昇

枇
杷
熟
れ
て
道
に
黄
色
の
消
火
栓  

   
 
 

小
松 

 

　

完

出
来
た
て
の
手
揉
み
茶
を
先
ず
仏
前
に  

杉
山　

春
萌

紫
蘇
を
揉
む
連
綿
と
血
は
受
け
継
が
れ  

野
村　

里
史

紫
陽
花
の
衰
ふ
町
の
合
併
後　
　
　
　

前
田　

欣
一

田
植
終
へ
根
付
き
の
色
と
な
り
に
け
り　

前
田　

秀
女

水
音
に
草
の
丈
に
も
六
月
来　
　
　
　

間
崎　

和
代

尊
し
や
松
陰
神
社
の
落
し
文　
　
　
　

森
本　

之
子

朝
ま
だ
き
夜
空
の
残
る
四
葩
か
な　
　

  

山
崎
か
ず
み

夏
霧
の
高
嶺
を
走
る
疾
さ
か
な　
　
　

山
中　

晶
子

父
よ
り
も
ご
つ
い
躯
や
夏
休
み　
　
　

  

山
中   

瑞
輝

夏
場
所
や
白
星
多
き
異
人
勢　
　

            

山
中   

明
石

　

 

◆
土
佐
山
田
町
俳
句
会
◆

父
の
日
に
画
鋲
で
止
め
る
ひ
げ
の
顔　

橋
本　

昭
和

一
望
の
青
田
空
港
ま
で
つ
づ
く　
　
　

西
川　

常
夫

信
号
の
な
い
村
に
住
み
立
葵　
　
　
　

森
田　

菊
恵

山
映
し
青
き
水
面
に
影
紫
陽
花　
　
　
　

藤
野　

秋
穂

日
ノ
御
子
の
字
名
何
時
よ
り
椎
の
花　

明
石　

韮
生

菖
蒲
絵
に
拝
啓
敬
具
と
の
み
書
か
れ　

  

大
石　

邦
男

守
秘
義
務
の
封
書
の
厚
み
青
葉
冷
え　

前
田
美
智
子

掻
き
傷
に
触
れ
て
ゆ
く
風
蓮
の
花　
　

安
丸　

槙
子

旅
先
の
訃
報
で
あ
り
ぬ
半
夏
生　
　
　
　

前
田　

小
夜

枇
杷
熟
れ
て
登
れ
ば
見
え
る
少
年
期　

馬
場　

英
男

祖
母
の
忌
の
琥
珀
に
透
け
て
辣
韮
瓶　

樫
谷　

雅
道

能
面
の
目
で
夏
雲
を
丸
く
見
る　
　
　

中
沢
と
し
み

森
光
子
で
ん
ぐ
り
返
り
七
変
化　
　
　

田
村　

一
翠

　

俳
句
・
短
歌
の
投
稿
方
法　

▼
投
稿
方
法
は
自
由
。
（
た
だ
し
、
ハ
ガ
キ
で
投
稿
の

場
合
、
一
人
一
枚
の
ハ
ガ
キ
で
５
句
（
首
）
以
内
）

▼
か
い
書
で
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
必
ず
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。

掲
載
月
の
前
月
の
１
日
ま
で
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
誌
面
の
都
合
に
よ
り
掲
載
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
選
者
の
添
削
を
不
要
と
す
る
方
は
添
削
不

要
と
記
し
て
く
だ
さ
い
。

【
投
稿
先
】
企
画
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局
「
俳
句
・
短
歌
」
係

〒
782

－

８
５
０
１
（
住
所
不
要
）　

53

－

５
９
５
８

香
美
市
立
美
術
館

ア
ー
ト
の
窓

ア
ー
ト
の
窓

　

平
成
22
年
３
月
20
日
（
土
）

に
開
催
さ
れ
る
、
第
７
回
吉
井

勇
顕
彰
短
歌
大
会
の
作
品
を
募

集
し
ま
す
。

■
作
品
募
集
要
項

【
作
品
】
１
人
２
首
ま
で
。
自

作
、
未
発
表
の
も
の
で
主
題
は

自
由
。
応
募
用
紙
ま
た
は
原
稿

用
紙
に
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
性
別
・
電
話
番
号
・
大
会

当
日
の
出
欠
・
送
迎
バ
ス
利
用

の
有
無
を
明
記
し
て
く
だ
さ

い
。
学
生
の
場
合
は
学
校
名
、

学
年
も
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

【
出
詠
料
】
千
円
（
高
校
生
以

下
無
料
）

※

郵
便
為
替
ま
た
は
現
金
書
留

に
て
、
投
稿
時
に
納
め
て
く
だ

さ
い
。

【
締
切
期
限
】

平
成
22
年
２
月
８
日
（
月
）
必
着

【
選
者
】

玉
井　

清
弘　

氏
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学

園
短
歌
講
座
「
友
の
会
」
選

者
・
「
音
」
選
者
）

楠
瀬
兵
五
郎　

氏
（
高
知
県
歌

人
連
盟
会
長
）

【
賞
】

一
般
の
部
・
学
生
の
部
（
高
校

生
以
下
）
ご
と
に
各
賞
選
出

吉
井
勇
大
賞
（
１
首
）
・
吉
井

勇
賞
（
１
首
）
・
特
別
賞
（
２

首
）
・
佳
作
（
若
干
首
）

【
入
賞
発
表
】
入
賞
者
に
は
３

月
上
旬
に
電
話
連
絡
し
ま
す
。

【
送
迎
バ
ス
】

市
役
所
本
庁
前
よ
り
、
香
美
市

役
所
香
北
支
所
前
経
由
で
、
送

迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

行
き　

12
時
10
分
発

（
香
北
支
所
前
12
時
30
分
）

帰
り　

16
時
10
分
発

【
注
意
事
項
】

・
受
付
後
の
作
品
の
訂
正
は
ご

　

遠
慮
く
だ
さ
い
。

・
応
募
作
品
に
つ
い
て
は
、
著

　

作
権
等
の
一
切
の
権
利
を
主

　

催
者
が
有
し
ま
す
。
投
稿
後

　

の
作
品
の
返
却
は
い
た
し
ま

　

せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

市
立
吉
井
勇
記
念
館　

吉
井
勇

顕
彰
短
歌
大
会　

歌
会
係

〒
781－

４
２
４
７　

香
美
市
香
北
町
猪
野
々
５
１
４

☎
58－

２
２
２
０

　

57－

５
９
９
５

FAX

早
乙
女
の
結
ひ
懐
か
し
み
つ
つ
老
い
し

　　　田
植
え
風
景
を
見
て
、
時
代
の
変
遷
を
感
じ
て
い
る

様
子
を
詠
ん
だ
一
句
。　

結
ひ…

互
い
に
力
を
貸
し
あ
う
こ
と
。

今
月
の
キ
ラ
リ

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
顕
彰
短
歌
大
会

作
品
募
集

ＦＡＸ

「第３９回世界児童画展・四国展」　
８月１５日（土）～９月１３日（日）

　この作品は、日本美術教育連合賞に輝いた、高

知県・森本真央さん（当時小学４年生）の『鉄と

うのある町』です。画面から上に突き出るように

力強く描かれた鉄とうが印象的な作品です。赤・

黄・青の三原色に緑や白と色彩も非常に明るく、

鮮やかです。明快な色彩とたて線と横線で構成さ

れた画面からは、作者の強い意志や豊かな感性が

伝わってくるようです。

と
ぎ

な
ら

や
や

ひ
る　

く
り
や

お
う
な

よ　　
ひ
ら

ら
っ
き
ょ
う

い
か
だ

あ
ざ　

な

は
ん　　

げ　 

し
ょ
う

ふ
と　　
い


